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年少児 20名(男児 9名， 女児11名 :3歳6ヵ月4歳5ヵ月)
年中見 26名(男児11名， 女兇15名・ 4歳6ヵ月間5歳5ヵ月)










































年齢別に正解数の平均をみると(Fig.2 )、年少児は 6個ヰ15.2個、年中児は 5.6個、年長児は全員が
全部正解の 6個で、 3年齢関の有意差はなかった(F (2，63) = 2.91)。年少児と年長見においては、年
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次に、再生までに婆した時院を見でみると(Fig.2 )、年少児は平均 51.51秒、年中児は 30.28秒、年
長児は 26.73秒であった。再生時間において、 3年齢間の有意差はなかった(ド(2，63 ) = 2.19 )。
年少児と年中先においては、有意に年中児の方が再生時l苦iが短かった(t ( 44 ) = 3.3 1， p < .0 1 )。
少児と年長児においても、年長児の方が有志;に再生1寺[}1が短かった(t ( 38 ) = 3.51、p< .01)。
性加でみてみると、正解数の男児の王子均は、年少児が 6儲中 4.9鋼、年中児は 5.6儲、年長児は 61l![
で、男児の3年齢聞には有意差はなかった (ド(2，27 ) = 2.43 )。女児の正解数の平均は、年少児が 6
個1=[=15.5側、年中児は 5.6倒、年長見は 6倒で、女児の3年齢期においても有志差はなかった(F ( 
2，27)=0.18)。また、年少児の男児・女児閤 ( t ( 18 )口 0.81)、年中見の男見・女児関 (t (24) 
= 0.09 )、年長見の男児・女児期において有慈悲はなかった。再生までに要した時掲については、男児の
平均は、年少児が 61.93秒、年中児は 32.69秒、年長児は 24.48秒で、 3年続開において得意差があ
った ( F ( 2，7 ) = 8.28 ， p < .01 )。 年少児の男児と年中児の男児では有意に年中児の男児が再生時
間が短かった (t ( 18 )= 2.65 ， p < .01)。年少児の男児と年長児の男児においても、年長児の男児が
有A怠に再生時閣が短かった(t ( 1 7 ) = 3.46， p < .0 1 )。また年少見の男児の95%信頼区陪lまばらつき
が大きかった (37.048< 61.933 < 86.819 )。女児の再生時間の平均は、年少児が 42.98秒、年中児
は 28.52秒、年長児は28.98秒で、 3年jJ創出において有意授はなかった(F ( 2，33 ) = 0.63 )。また各
ごとの男児・女児問においても なかった。
(2)条件 2
年齢別に正解数の平均ををみると (Fig.3)、 6個中、年少児は1.47個、年中児は 2.32錦、年長児
は 3倒で、 3年i諮問において有意差があった (F (2，59) = 4.18 ， p < .05 )。年少児と年長児にお
いては、有志;に年長児が正解数が高かった(t (35)巴 2.63， p < .01 )。信頼区間を見てみると、年長

























条件 2の材料を f何かに見えるかj とたずねると、年少児では 17人中 4人の児が4怪獣・キリン.EI 
んぼ・ロケット、年中児では 25人中 5人がゴ、リラ・ロケット・カメ・ダイヤモンド・へど・アイスクリ
ーム・家政(お父さん、お母さん)など、 Eド長先は 20人中 3人が船・長ぐっ・俸と答えた。他の被験児
は「わからなしリと答えた。
再生までに要した平均日部習は (Fig.3)、年少児は 46.09秒、年1:1=児は 62.25秒、年長兇は 62.58秒
で、 3年i諮問に有志:差はなかった ( F ( 2，59 )口1.17) 0 95 %信頼i玄関を見てみると、年長児は年少
児や年中児よりばらつきが見られた(42. 371 < 62.58 < 82.789)。
性別でみてみると、男児の正解数の王子均は、 6佑Ilt，年少児は1.4館、年中rtは1.7個、年長先は 1.9
綴で、 3年齢開において有意差はなかった(F ( 2，4 ) = 0.11 )。女先の正解数の平均は、 6個中、年
少児は1.1個、年中児は 2.31fi1、年、長児は3.7個で、 3年齢開において有意還があった (F (2，32) = 
8.77 ， p < .01 )。年少児の女児と年"':1兜の女児では、有志:に年中児の女児が正:fiJ-ip数が高かった(t ( 23 ) 
= 2.36 ， p < .05 )。 年中克の女児と年長児の女児では、年長児の女児が有意に正解数が高かった(t ( 
23) = 2.31 ， p < .05 )。年少児の女児と年長児の女児でも有意に年長児の女児が正解数がかった ( 



















年少児16名(男児 9名、女児 7名 :3歳3ヵ月4歳2ヵ月)
年中児24名(男児10名、女児14名 :4歳4ヵ月-5歳2ヵ月)
年長児19名(男児 9名、女児10名 :5歳3ヵ月6歳2ヵ月)
3)期間:平成12年6月 21 日 ~30 日
4)実験材料














年齢別に正解数をみると (Fig.4)、 9個中、平均が年少児は 5.9個、年中児は 7.3錦、年長児は
8.6個で、 3年齢閣において有意設があった (F (2，56) = 5. 13 ， p < .01 )。年少児と年長児に
おいては、有志:に年長先が正解数が高かった ( t ( 33 ) = 3.5 ， p< .01 )。また年少児は、 95%信






















湾生までに要した平均時間は(Fig.4 )年少児は 61.61秒、年中児は 46.57秒、年長児は 35.9
0秒で、 3年齢賠において有意差があった (F(2，56) = 4.72 ， p<.05 )。年少児と年長先におい
ては、有意に年長児が再生時間が短かった (t(33 )口 3.48， p< .01)。また年少児は、 95%信頼
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区間でばらつきが大きかった ( 45.54 < 61.61 < 77.67 )。
性別でみてみると、男児の正解数の平均が、 9個中、年少先は 6.7個、年中見は5.6個、年長児
は 8.7個で、 3年齢関に有意差はなかった ( F ( 2，5 ) = 3.08 )。女児の正解数の平均は、 9儒
中、年少児が 5f岡、年中児は 8.6個、年長児は 8.5個で、 3年齢期において有意差があった (ド
( 2，28 ) = 11. 34 ， p < .01 )。年少児の女児と年中児の女児において、有意に年中児の女児が正解
数が高かった。(t ( 19) = 3.92 ， p < .01 )。年少児の女児と年長児の女児においても、年長児の
女児が有意に正解数が高かった ( t ( 15) = 3.32 ， p< .01 )。男児・女児閣においては、年中児の
男児と女児において、女児が有志:に正解数が高かった(t ( 2 2 ) =3 .13 ， p < .01 )。再生に要した
時間では、男児の平均H奇問が、年少児は 57.36秒、年中児は 54.72秒、年長先は 36.67秒で、 3
年齢間は有志;差はなかった ( F ( 2，5 )口1.63)。年少児の男児と年長児の男児においては、年
長児の男児が有意に再生時間が短かった(t ( 16 ) = 2.89 ， p< .05 )。女児の再生時間の平均は、
年少児は 67.07秒、年中児は 40.74秒、年長児は 35.2秒で 3年齢閤において有志;差があった ( 
F (2，28) = 4.33 ， p<.05 )。年少児の女児と年中児の女児において、年中!足の女児が有意に再生
時間が短かった ( t ( 19 )巴 2.10，p<.05)。年少児の女児と年長児の女児で、は、年長児の女児が




は2.26個で、 3年齢踏において有意差があった (ド (2，56)= 2.94， p<.05)。年少児と年長児
においては、年長児が有意に正解数が高かった(t ( 33 )口 2.46，p< .05 )。材料を「何かに見え
るかj とたずねると、年少児は 16人中 3人がトーマス・飛行機・怪獣であり、年中児では 24人
中 2人が花・唐揚げ、年長児は 19人中 5人が船・飛行機・措段・イヌと寄えた。他の被験児は
fわからなしリと答えた。
再生に要した時間は (Fig.5)、年少児は 22.49秒、年中児は 22.67秒、年長児は 30.7秒で、 3
年齢開における有;昔、差はなかった ( F ( 2，56)立 2.26)。年長児は、再生時間の 95%信頼毘間の


















26 辻 !菱 寺 i士i敦子 i也 In 行仲:J!
再生性別でみてみると、男児の正解数の平均は、 4倒ヰi、年少先は1.67制、年Ll児は 1.6iJl;l、
年長児は 2.2倒で、 3年齢問に有志差はなかった (ド(2，25 ) = 0.67 )。女児の正解数は 4@lrll、
年少児の平均は 0.71問、年中児は1.86鋼、年長児は 2.3倒で、 3年齢ljに有怠差があった (F 
(2，28) = 3.63 ， p<.OI )。 年少兜の女児と年長児の女児において、年長児の女児が有意に正解数
が高かった。(t ( 16 ) = 2.98、p<.01 )。再生に要した時間を見てみると、男児は年少児が平均
17.96秒、年LI=19l!.は 23.58秒、年長先は 36.5秒で、 3年齢聞に有意授はなかった ( F ( 2，5) = 
3.10 )。女児の舟生時間の平均は年少児が 28.33秒、年中児は 22.01秒、年長児は 25.48秒で、
















条件1. 2ともN県N短期大学生 14名 (男子2名、女子12名:19-22歳)





正解数は (Fig.6) 、条件lでは6価下1:全員が 6個IE解で、条件2では平均は 61!rlll 5.8 fli!であ
った。条件lと2でiま有志1をはなかった(t ( 26 ) = 1 )。
再生に婆した時間に関しては (Fig.7)、条件 lと2では有意に条件lが再生時開が短かった。(t 
( 26) 2.5， p< .05 )。条件lと2の再生時間において、 0.74と強い十日間関係を示した。
(2)記憶771取
条件 iの記憶材料の記器方1!i?については、視覚で覚えたという被験者宇が約 1/3の 5人と多かった。
その他には、毎日lc.関連性・文章化したという答えた、った(Table.l)。



















1 . JI翼番に覚えた 1 .形賓大きさで上下21関セットで覚えた (4)






















ストで4つといわれていることや，ElsiOsborne (989) も 13歳児は 3っか 4つに分割された鮪単な
パズルはできる」と言っている。実験ト Iとも、 3歳児であっても平均 5倒以上の正解数であった。自分
の匁lっているものであれば、年齢における数の概念で言われている個数に関係なく記器できることがわか
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